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 博士論文の要旨 

 

農業用スプレイヤーの良好な散布能力は、効率的な散布に不可欠である。加えて、農薬

散布により健康問題と環境問題が発生しており、ドリフト（目的外飛散）となる農薬散布

について、多くの危険性が指摘されている。さらに、日本で使用される空気混入型ノズル

の圧力とそれに伴う設計基準は他国とは異なっており、日本で使用される空気混入型ノズ

ルの性能をより詳細に評価する必要がある。 

本研究では、日本で使用されている農薬スプレーノズルについて、風洞実験によるドリ

フト低減ノズルの評価と主要な設計基準での散布性能を評価した。 

主な成果は、以下の通りである。 

(1) 日本でほぼ独占的に使用されているノズル（キリナシ ESシリーズ）について、風洞

実験によりドリフト指標低減率（DIXRP、ドイツ式評価指標）を測定した。対象とした標

準ノズル（Hypro, f110-03）の散布結果に対し、キリナシ ESノズルの DIXRP値はノズル

高さ 0.3m～0.5m の範囲において 50%以上であり、日本型ノズルが標準ノズルに比べてド

リフト低減能力が高いことが示された。また、各種ノズルの使用時に DIXRPが最大となっ

たのは作物頂部から高さ 0.3m～0.4m での場合であり、この高さでの飛散量が少ないこと

が示された。また、DIXRP値はノズルの高さに反比例すること等が分かった。 

(2) ノズルの主要設計条件による粒子径特性、散布角度、流量等の変動への影響を測定

した。異なる圧力条件下での多変量回帰分析を行った結果、体積中位径（Dv0.5）との関係

で高い決定係数（R2）を示したのは、ノズル圧力、プレオリフィス径、ノズル先端面積で

あった。また、流量とノズル圧力、プレオリフィス径の決定係数も高かった。 

(3) 吸気口の有無による散布性能への影響を検討した。吸気口を密閉することにより、

水滴に含まれる空気量は激減した。吸気口の使用により液滴粒子径の分布をより均一にす 

 



 ることが可能である。また、吸気口を使用したノズルは、微小液滴の体積比率を減少させ

て効率よくドリフト制御できる可能性が示された。 

 

 審査結果の要旨 

 

本研究では、日本で使用されている農薬スプレーノズルについて、風洞実験によるドリ

フト低減ノズルの評価と主要な設計基準での散布性能を評価したものである。 

提出された論文では、日本でほぼ独占的に使用されているノズル（キリナシ ES シリーズ）

について、風洞実験によりドリフト指標低減率（DIXRP、ドイツ式評価指標）を測定した。 

その結果、対象とした標準ノズル（Hypro, f110-03）の散布結果に対し、日本型ノズルが

標準ノズルに比べてドリフト低減能力が高いことが示された。また、ノズルの主要設計条

件による粒子径特性、散布角度、流量等の変動への影響を測定し、体積中位径（Dv0.5）と

の関係で高い決定係数（R2）を示したのは、ノズル圧力、プレオリフィス径、ノズル先端

面積であることがわかった。これらの因子は今後のノズル設計指針に寄与することが示さ

れた。 

   

 以上、本論文の研究成果は、ノズルによる農薬散布時のドリフト（目的外飛散）状況を

評価し、ノズル設計要因を明らかにしたものであり、今後の環境保全型農業の推進に大き

く貢献するものである。また，研究成果の一部は SCI論文誌（Crop Protection）に掲載済

みであり、その他の内容を投稿準備中である。 

よって、本論文は博士（農学）の学位論文として十分に値すると判断された。 

 

 

 
 

(3) 吸気口の有無による散布性能への影響を検討した。吸気口を密閉することにより、水

滴に含まれる空気量は激減した。吸気口の使用により液滴粒子径の分布をより均一にする

ことが可能である。また、吸気口を使用したノズルは、微小液滴の体積比率を減少させて

効率よくドリフト制御できる可能性が示された。 

 


